
参 加 費 無 料

【講師略歴】
・濱田 美紀 氏
　一橋大学商学研究科博士号（Ph.D.）（商学）。
　1997年アジア経済研究所入所。インドネシア中央銀行 客員研究員、インドネシア
　国際戦略研究所（CSIS）客員研究員等を経て2021年から現職。
　専門は、開発金融、コーポレートファイナンス、インドネシア経済。

・川村 晃一 氏
　インドネシア国家研究イノベーション庁（BRIN）客員研究員。
　1970年生まれ。ジョージ・ワシントン大学大学院国際関係学研究科修士課程修了。
　1996年アジア経済研究所入所。インドネシア共和国・国立ガジャマダ大学アジア
　太平洋研究所客員研究員、地域研究センター次長などを経て2024年より現職。
　専門は、インドネシア政治研究、比較政治学。

A P I R問合せ先： 一般財団法人アジア太平洋研究所 
井上、新田、井原（kouenkai@apir.or.jp）

講師

お 申 込 み は こ ち ら

インドネシアの展望
～政治・経済の視点から～

■ 挨拶・主旨説明       本多 佑三 氏（APIR研究統括、大阪大学名誉教授）
                           　 　木村 福成 氏（APIR上席研究員、慶應義塾大学教授、アジア経済研究所所長）
■ 講演　　
     　　     

■ ディスカッション・質疑応答   
    木村 福成 氏、講師２名

1. プラボウォ政権下での政治を展望する－新内閣の陣容と政権公約－　川村 晃一 氏
2. ジョコウィ政権10年を振り返り、プラボウォ新政権の経済政策を展望する    濱田 美紀 氏
　 

15:00～17:00
11 木月  日 ７

グランフロント大阪タワーC 会議室

お申し込みの受付は
11月5日(火)17:00まで
となっております。

10月20日に新大統領に就任したプラボウォ氏、既に主要国首脳と会談を重ね、外交の舞
台で存在感を示しています。同国は世界最多のイスラム人口を抱え、イスラエル・ガザ
戦争ではパレスチナ側を支持しています。
また、OECD加盟を申請し、2045年までに先進国入りを目指しており、新首都ヌサンタ
ラへの移転も進行中です。
本フォーラムでは、専門家が政治と経済の視点から現状分析と今後の展望を講演し、討
論を通じて日本・関西経済への重要な視点を提供します。ぜひご参加ください。

　次 第　

アジア経済研究所
開発研究センター長

濱田 美紀 氏

APIR  Forum

AFP BB News

プラボウォ大統領 新首都ヌサンタラ構想図

対     面   ： 50 名
オンライン： 200 名

川村 晃一 氏

アジア経済研究所
在ジャカルタ海外調査員


